
 

 

 

     自分で決めて行動する 

校長  湯口 理香 

  明日から 12 月になります。11 月に入ってもしばらく半そでで過ごしていたくらいでした

が、11，12 日の土日から一気に気温が下がり、完全に冬支度が必要な毎日となりました。校内の樹木も紅

葉し、中庭のイチョウの木も、少しずつ色づき始めました。 

2 学期が始まってから体育祭、学校祭と大きな行事が続きましたが、11 月は

落ち着いた日常を送ってきました。11 月 15，16 日には秋季テストが行われま

した。計画的に学習に取り組み、今まで身に付けた自分の力を確認し、戻ってき

た答案からまた自分の目標を再認識したところです。3 年生はこのあと、進路に

向けて、希望する道を選択する大事な時を迎えます。アドバイスはたくさん受けていいと思います

が、進路希望先は自分の目で見て、最終的には自分で考えて決めてください。進路だけではありま

せんが、自分で決めたことに関しては、何においても最後まで後悔せずに責任をもつことができま

す。頑張れます。決定までは苦しいですがよく考えて決めてください。 

1，2 年生は、部活動で素晴らしい結果を出しているのを聞いて、頼もしく思います。1 年生大会

もあり、2 年生の上級生とともに力を合わせて 1 年生も活躍している姿があります。来年 4 月に新

入生を迎えるまでに各部活動で和を大切に、そして実力をつけてください。また、行事を終えた後

のクラスは、一段と絆が深まっていることと思います。優しい気持ちで一生懸命になれる環境が毎

日続く日常のありがたみを感じてください。  

生徒会役員選挙も昨日終了し、こちらもいよいよ世代交代です。やると決め

た一人ひとりの演説は、どれも「自分たちの手でよりよい汐見台中学校をつく

りたい！」という気持ちにあふれていました。1 年間の学校のリーダーが決まり

ました。これから、一緒によりよい学校をつくっていきましょう。 チューリップの球根植え（環境美化委員） 

１２月４日～１０日は人権週間です。本校では６月から人権作文に取り組み、１０月に全校での

発表会を行いましたが、改めて人権について考えて、自分にできることを再確認してみましょう。

また、１２月は「横浜市いじめ防止啓発月間」です。人との関わり方も改めて意識してみましょう。 

２５日の土曜参観には、朝から午後まで入れ替わりで多数の保護者の皆様に来校いただき、あり

がとうございました。授業や休み時間など学校でのお子様の様子をご覧いただけたでしょうか。イ

ンフルエンザ等で体調不良が多かった１年生につきましては、連日のメール配信において、学級閉

鎖、授業参観の変更や懇談会の中止など、急な変更ばかりで申し訳ありませんでした。寒くなる１

２月ですので、皆様も体調管理には十分お気をつけください。 
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自転車交通安全教室（１年生） 

 

個別支援学級 保護者向けキャリア教育講演会 

 

11/２に体育館で１学年自転車交通安全教室を行いました。交通安全協会から講師が来校し、自転車ルール

について学びました。生徒に自転車の利用について聞いてみると「（汐見台地域は）坂が多いので普段は乗らな

い」という生徒や「塾に行くときにいつも乗っている」という生徒もおり、生徒の実態は様々でした。講師の方の話

が始まると身近な地域に潜む危険を学び、さらに交通法規についてもクイズ形式で学習しました。例えば・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかなか難しい問題もあり、一問ごとに歓声が上がり、楽しみつつ学習していました。 

中でも交差点や一時停止場所での不停止は子供の事故の多くの割合を占めるため、注意が必要です。また、歩

行者の観点でも横断歩道と道路への飛び出しが事故の大半を占めています。今回の学習を通じて交通安全の意

識を高め安全な生活につなげてほしいと思います。  （答え…問２ ウ 問４ イ、ウ） 

 

 

 

１１月１６日、本校視聴覚室にて「個別支援学級保護者向けキャリア教育講演会」を行いました。汐見台中学校

ブロックの小中学校（山王台小学校、汐見台小学校、浜小学校、汐見台中学校）個別支援学級に在籍する児童

生徒を中心とした保護者の方を対象に、横浜南部就労支援センターのセンター長（社会福祉法人 電機神奈川

福祉センター）岩崎多宏様に「障害のある方の就労」をテーマにお話を伺いました。当日は、２０名以上の保護者

の方にご参加いただき、講演の後には、熱心な質疑応答も交わされました。 

 本講演では、主に、就労支援センターの紹介、障害者雇用の仕組みや現状、将来の就労のために「今」大切にし

たいことなどについてお話しいただきました。 

 ハローワークや就職活動への同行、就職後の職場訪問など、個々の状況に合わせた丁寧な支援が行われている

ことに驚きました。参加者からは、学校卒業後から就職までの流れや支援の仕組みを具体的に知ることができた、

身の回りのことは自分でできるようにさせたい、本人の働く意欲を引き出していきたいなどの声が聞かれました。 

今後も、さまざまな形でキャリア教育をテーマにした講演会等を企画していきたいと思います。 

 

 

  

 就労支援センターとは・・・ 

障害のある方が安心して働くことができるよう

設置された相談機関 市内だけで 9か所ある。 

〇就職を希望している方の支援 

〇就職した方の就労定着支援 

〇障害者雇用に取り組んでいる企業の支援 

などを行っています。 

 



生徒会本部役員選挙 

 

授業参観・学級懇談会 

 

授業参観・学級懇談会 

 

 

 

１１月２５日（土）、久しぶりの授業参観・学級懇談会が実施されま

した。多くの保護者の方が来校し、お子様が授業に参加する様子を

参観いただきました。なかなか生徒の様子を見ていただく場面が少

なかった中、少しずつこのような機会をもつことができるようになっ

てきて、うれしく思います。左の写真は授業参観後の３年生学年懇

談会の様子です。また今回、インフルエンザ流行の時期と重なった

ため、残念ながら参観できないクラスもありました。次の機会を見つ

けてぜひ来校いただければと思います。よろしくお願いします。 

 

 

 

１１月２９日（水）、次の生徒会本部役員を選ぶための選挙が行われました。立候補者からは、未来の汐見台中学

校の姿を思い描きながらの想いを言葉にして一生懸命伝えようとする努力がありました。以下、立候補者の演説

の一部をご紹介します。 

・僕が生徒会に入ったら、３年生が１・２年生を引っ張り、１・２年生が

３年生を支える、そんな学校にしていきたいと思っています。 

・僕に皆さんが思う理想の学校を教えてください。理想の学校にで

きるように頑張ります！この学校最高、中学校で出会った仲間との３

年間は、良かったと思える学校をみんなで作っていきましょう。 

・みんなが過ごしやすい学校をつくりたいです。みんな笑顔の学校

にします！！ 

・さらにより良い学校生活を送れるようにするためには、一人ひとり

の想いが必要です。その想いを集めるために、全力で考え、動いて

いくことを約束します。 

・「笑顔の絶えない汐中へ」を目標にし、実現を目指して一生懸命

に活動していきます。 

・全員が主役のように、明るく、笑顔で学校に通える、温かい汐見台

中学校にしたいです。 

・今年の生徒会でやってきたことを活かして、今までにない新しいこ

とも含めて、全校生徒が楽しく過ごせる学校づくりに取り組んでい

こうと思います。 

・行事を活発化させ、汐中をもっと盛り上げていきたいと思っていま 

す。楽しい毎日をつくりあげていけるよう、行動の一つひとつに責任 

をもって、精一杯頑張ります。 

  

 



１１月朝会～副校長より 

 

 

 

 

 

 

  

１１月６日（月）に行われたTV朝会では副校長からも生徒全体に向けて

メッセージを送らせていただきました。テーマは「もっと素敵な汐見台中学

校に」です。 

副校長の休日の様子などを話の中に織り交ぜながら、日頃あまり生徒と

接点のない副校長について知っていただくとともに、生徒には素晴らしい

学校生活を、自分たちの手で創り上げてほしいことを伝えたつもりです。ま

た進路選択・進路決定の時期の３年生についても次のような話をさせてい

ただきました。 

 

３年生は、進路の時期を迎え、多かれ少なかれ全員不安を抱えていると

思います。でも、ぜひ今感じている不安を覚えておいてください。 

進路は早く決まる人もいれば、遅く決まる人もいます。これはシステムだか

らしょうがないことであり、誰のせいでもありません。 

ただ、もし進路が早く決定して不安から解消されたとき、そのお隣には不

安で不安でしょうがない気持ちを抱えた仲間がいます。ぜひ仲間のために

何ができるのかを考え、３年生全員が全員の力でこの進路を乗り越えて

いけるよう、仲間をサポートしてほしいと思います。きっと汐見台中学校の３

年生ならできるはず。 

 

残りわずかとなった学校生活です。一瞬一瞬を本当に貴重なものだと捉

えて、仲間とともに３年間で最も素晴らしい最高の時間を創り出してほしい

と思います。汐見台中学校の仲間とともに最後まで努力を続け、４月、新し

いスタートラインを迎えてほしいと思っています。 


